
 

子ども・子育て支援事業に関する 

ニーズ調査票 
【調査ご協力のお願い】 

日頃より、中津川市政にご理解とご協力をいただき、誠にありがとうございます。 

本市では、子ども・子育て支援事業計画（令和２年度～令和６年度）に基づき、様々な子育て

施策を行っております。令和７年度からの５年間を計画期間とする新たな計画を策定するにあた

り、皆さまの日頃の子育て支援策に関する利用状況や、要望・意見などを把握するため、アンケ

ート調査を実施することとなりました。 

この調査は無記名で行い、ご本人が特定されることはありませんので、率直なご意見をご記入

ください。また、調査結果は統計的に処理し、調査の目的以外に使用することはありません。 

質問数が多く恐縮に存じますが、今後の子育て支援に取り組むための重要な調査となりますの

で、趣旨をご理解いただき、ご協力くださいますよう、お願い申し上げます。 

中津川市長 小栗 仁志 

【ご記入にあたってのお願い】 
 

１．封筒の宛名のお子さんについて、保護者の方がご記入ください。 

２．選択肢がある場合には、番号を○印で囲んでください。 

３．数字で年齢や時間（時刻）をご記入いただく質問は、枠内に具体的な数字をご記入ください。 

また、時間については 24時間制でご記入ください。 記入例：午後６時 → 18時 

４．回答は、「インターネット」または「郵送」で行うことができます。 

■郵送での回答 

同封の回答用紙に記入のうえ返信用封筒で、令和６年５月２日までに送付してください。 

■インターネットでの回答 

パソコン、スマートフォン又はタブレットのいずれかを用いて、下記のＵＲＬ又は右下の 

ＱＲコードを読み取りアクセスし、画面の案内に従って下記のＩＤ、パスワードを入力し、

質問項目にお答えください。 

※英数字は二重回答を防止するもので、個人を特定するものではありません。 

（ＵＲＬ）https://wsurvey.jp/s.php?clear=1&a=nkt-250 

 

 

 

※回答を中断した場合は再度ＱＲコードを読み取り、上記のＩＤ・パスワードを入力し、再開し

てください。インターネットで回答いただいた場合は、この調査票を返送していただく必要は

ありません。 
 

■ご回答いただくうえでご不明な点や調査に関するお問い合わせは、下記までお願いします。 

中津川市 市民福祉部 子ども家庭課 電話 0573-66-1111（内線 647・649） 

 

ID・パスワードシール貼付位置 
ＱＲコード 
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世帯状況についておうかがいします。 

 

問１ お住まいの地区はどこですか。【あてはまる番号 1つに〇】 

１．中津東 ２．中津南 ３．中津西 ４．苗木 

５．坂本 ６．落合 ７．阿木 ８．神坂 

９．山口 10．坂下 11．川上 12．加子母 

13．付知 14．福岡 15．蛭川  

16．その他（※地区がわからない方はこちらに○をつけてください。） 

 

問２ この調査票にご回答いただく方はどなたですか。宛名のお子さんからみた関係でお答えください。

【あてはまる番号 1つに〇】 

１．母親 ２．父親 ３．その他（        ） 

 

問３ あなたの住居の状態について、お答えください。【あてはまる番号 1つに〇】 

１．持ち家 ２．実家・親族の家に同居 

３．民間の借家･アパート･マンション ３．社宅 

５．間借り（下宿､住込み含む) ６．市営住宅 

７．その他（                                       ） 

 

問４ あなたのご家庭の現在の暮らしの状況（経済面）は、周りのご家庭と比べどのように感じますか。 

【あてはまる番号1つに〇】 

１．大変苦しい ２．やや苦しい ３．普通 

４．ややゆとりがある ５．ゆとりがある  

 

問５ あなたのご家庭では、お子さんが生まれてから現在までの間に、経済的な理由で料金を納められず、

電気、ガス、水道、家賃などの支払いが遅れてしまったことがありますか。 

【あてはまる番号 1つに〇】 

１．あった ２．なかった ３．分からない 

 

問６ 現在、生計をともにしている方は、お子さんを含めて何人ですか。 

※大人の人数、お子さんの人数を□□に数字でご記入ください。 

※一時的に別居していても生計をともにしている方や、単なる同居人でも生計を共にしていれば含みます。 

大人（    ）人   子ども（    ）人 

  



 

2 

問７ あなたのご家庭全員の収入を合わせた年間の「世帯の収入（年間のボーナス含む手取り額）」を教

えてください。【あてはまる番号 1つに〇】 

※一時的に別居している方も含みます 

１．収入はない ２．50万円未満 ３．50～100万円未満 

４．100～150万円未満 ５．150～200万円未満 ６．200～250万円未満 

７．250～300万円未満 ８．300～350万円未満 ９．350～400万円未満 

10．400～500万円未満 11．500～600万円未満 12．600～700万円未満 

13．700～800万円未満 14．800～900万円未満 15．900～1,000万円未満 

16．1,000万円以上   

 

離婚されて、ひとり親となった方にうかがいます 

問８ 離婚の際に養育費の取り決めをしましたか。【あてはまる番号 1つに〇】 

※養育費とは、子どもの監護や教育のために必要な費用のことをいいます。子どもが経済的・社会的に自立す
るまでに要する費用を意味し、衣食住に必要な教育費、医療費などがこれに当たります。子どもを監護して
いる親は、他方の親から養育費を受け取ることができます。 

離婚により親権者でなくなっても、子どもの親であることに変わりませんので、親として養育費の支払義務

を負います。 

１．「養育費」を知らなかった  

２．話し合いで取り決めをしている。（公正証書としていない） 

３．裁判所を通して、または、話し合いのうえ公正証書※1として取り決めをしている 

４．取り決めはしていない ５.わからない 

※1「公正証書」公証役場で公証人に作成してもらう書類 

 

問８-1 養育費の受け取り状況はどうですか。【あてはまる番号 1つに〇】 

１．受け取っている ２．受け取っていない 

 

問９ 地域に、ボランティア等による無料の学習を支援する場があったら、お子さんを参加させたいと

思いますか。【あてはまる番号 1つに〇】 

１．参加させたい ２．参加させたくない ３．わからない 

 

問 10 地域に、無料又は安価で子どもに食事の提供を行う「子ども食堂」があったら、利用したいと思

いますか。【あてはまる番号 1つに〇】 

１．親子で参加したい ２．子どもだけで参加させたい 

３．参加させたくない ４．わからない 
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生活全般についておうかがいします。 

 

問 11 日頃、お子さんをみてもらえる親族・知人はいますか。【あてはまる番号すべてに〇】 

１．日常的に祖父母等の親族にみてもらえる 
 

２．緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる 

３．日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がいる 
 

４．緊急時もしくは用事の際には子どもをみてもらえる友人・知人がいる 

５．いずれもいない ⇒ 問12へ 

 

問 11で「１.」または「２.」に○をつけた方にうかがいます。 

問 11-1 祖父母等の親族にお子さんをみてもらっている状況についてお答えください。 

【あてはまる番号すべてに〇】 

１．祖父母等の親族の身体的・精神的な負担や時間的制約を心配することなく、安心して子どもを 
みてもらえる 

２．祖父母等の親族の身体的負担が大きく心配である 

３．祖父母等の親族の時間的制約や精神的な負担が大きく心配である 

４．親の立場として、負担をかけていることが心苦しい 

５．子どもの教育や発達にとってふさわしい環境であるか、少し不安がある 

６．その他（                                     ） 

 

問 11で「３.」または「４.」に○をつけた方にうかがいます。 

問 11-2 友人・知人にお子さんをみてもらっている状況についてお答えください。 

【あてはまる番号すべてに〇】 

１．友人・知人の身体的・精神的な負担や時間的制約を心配することなく、安心して子どもを 
みてもらえる 

２．友人・知人の身体的負担が大きく心配である 

３．友人・知人の時間的制約や精神的な負担が大きく心配である 

４．親の立場として、負担をかけていることが心苦しい 

５．子どもの教育や発達にとってふさわしい環境であるか、少し不安がある 

６．その他（                                      ） 

 

  

⇒ 問 11-1へ 

⇒ 問 11-2へ 
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問 12 あなたやお子さんが病気のとき、主に誰が世話をしてくれますか。【あてはまる番号 1つに〇】 

（１）あなたが病気のとき、家事を行うのは誰ですか。 

１．子ども ２．同居の親族 ３．別居の親族 

４．近所の人 ５．友人・知人 ６．その他（        ） 

７．世話をしてくれる人はいない  

 

（２）お子さんが病気のとき、その病気のお子さんを看るのは誰ですか。 

１．あなた ２．子どものきょうだい ３．同居の親族 

４．別居の親族 ５．近所の人 ６．友人・知人 

７．病児保育所等を利用する ８．その他（               ） 

９．世話をしてくれる人はいない  

 

問 13 宛名のお子さんについて、保護者の所用により、一時預かり等の事業を利用する必要があると思

いますか。【あてはまる番号 1つに〇】 

また、その目的は何ですか。【○は①～④のうちあてはまるものすべて】 

必要な年間の日数も数字でご記入ください。 
※事業の利用にあたっては、一定の利用料がかかります。 

１．利用したい 年間計     日 

 ①.私用（買い物、子どもや親の習い事等）、リフレッシュ目的 年間      日 

 ②.冠婚葬祭、学校行事、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の通院 等 年間      日 

 ③.不定期の就労 年間      日 

 ④.その他（                         ） 年間      日 

２．利用する必要はない  

 

問 14 保護者の所用（冠婚葬祭、保護者・家族（兄弟姉妹含む）の育児疲れや育児不安、病気など）、に

より泊りがけで年間何日くらい家族以外に預ける必要があると思いますか。短期入所生活援助事

業（ショートステイ）（児童養護施設等で一定期間、子どもを保護する事業）の利用希望はありま

すか。【あてはまる番号 1つに〇】 

また、その理由は何ですか。【○は①～④のうちあてはまるものすべて】 

必要な年間の泊数も数字でご記入ください。 

※なお、事業の利用に当たっては、一定の利用料がかかります。 

１．利用したい 年間計     泊 

 ①.冠婚葬祭 年間      泊 

 ②.保護者や家族の育児疲れ・不安 年間      泊 

 ③.保護者や家族の病気 年間      泊 

 ④.その他（                      ） 年間      泊 

２．利用する必要はない  
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問15 訪問支援員が家庭を訪問し、サポートを行う事業を利用したいと思いますか。 

以下の（１）と（２）のそれぞれにお答えください。 

（１）家事支援（食事準備、洗濯、掃除など） （あてはまる番号１つに〇） 

１．利用したい ２．利用したくない ３．わからない 

 

（２）育児・養育支援（育児のサポート、保育所等の送迎など） （あてはまる番号１つに〇） 

１．利用したい ２．利用したくない ３．わからない 

 
 

就労状況についておうかがいします。 

（あてはまるところのみご記入ください。） 

あなたについてうかがいます 

問 16 現在の就労（自営業、家族従事者含む）についてお答えください。【あてはまる番号 1つに〇】 

 ※就労日数と１日当たりの就労時間によって、フルタイムかパート・アルバイトか、を選択してください。 

１．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度）で就労しており、 
産休・育休・介護休業中ではない 

 

２．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度）で就労しているが、 
産休・育休・介護休業中である 

３．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外）で就労しており、 
産休・育休・介護休業中ではない 

４．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外）で就労しているが、 
産休・育休・介護休業中である 

５．以前は就労していたが、現在は就労していない 
 

６．これまで就労したことがない 

 

問 16で「１.～４.」（就労している）に○をつけた方にうかがいます。 

問 16-1 １週当たりの「就労日数」、１日当たりの「就労時間（残業時間を含む）」を、数字でご記

入ください。 

※就労日数や就労時間が一定でない場合は、もっとも多いパターンについてお答えください。 
※育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。 

１週当たり     日程度 １日当たり      時間程度 

 

問 16で「１.～４.」（就労している）に○をつけた方にうかがいます。 
 

問 16-2 家を出る時刻と帰宅時刻を、数字でご記入ください。 

※数字で時間（時刻）をご記入いただく場合は、24時間制でご記入ください。 
※時刻が一定でない場合は、もっとも多いパターンについてお答えください。 
※育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。 

家を出る時刻       時台 帰宅時刻       時台 

 

  

 ⇒ 問 16-1へ 

⇒ 問 16-4へ 
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問 16 で「３.」または「４.」（パート・アルバイト等で就労している）に○をつけた方にうかがいます。 

問 16-3 フルタイムへの就労希望はありますか。【あてはまる番号 1つに〇】 

１．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度）への就労希望があり、実現できる見込みがある 

２．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度）への就労希望はあるが、実現できる見込みはない 

３．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外）での就労を続けることを希望 

４．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外）をやめて子育てや家事に専念したい 

 

問 16で「５.」または「６.」に○をつけた方にうかがいます。 

問 16-4 就労したいという希望はありますか。【それぞれについて、あてはまる番号１つに○】 

また、該当する箇所に数字をご記入ください。 

１．子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない） 

２．１年より先、一番下の子どもが     歳になったころに就労したい 

３．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

⇒希望する 

就労形態 

① フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労） 

② パートタイム・アルバイト等（①以外） 

→１週当たり     日程度  １日当たり       時間程度 

４．病気や介護などの事情により、就労することは難しい 

 

問 17 ひとり親等世帯のよりよい就職や仕事の問題解決のため、どのような支援策がほしいと思いますか。

【あてはまる番号すべてに〇】 

１．職業紹介の充実 ２．技術・資格取得の支援 

３．職業訓練の機会の充実 ４．訓練受講時の経済的援助 

５．就職支援策に関する情報提供の充実 ６．家事育児支援のホームヘルパー等の派遣 

７．延長・夜間・休日保育の充実 ８．放課後児童クラブ（学童保育）の充実 

９．病児・病後児保育の充実 10．ひとり親世帯に対する雇用主の理解 

11．その他（                                       ） 

 

問 18 仕事と子育ての両立について、あなたはどのような状況ですか。【あてはまる番号 1つに〇】 

※回答しているご本人についてのみお答えください。 
また、祖父母等の親族の方が保護者の場合、回答は不要です。 

父親 母親 

１．仕事を優先している １．仕事を優先している 

２．やむをえず子育てより仕事を優先している ２．やむをえず子育てより仕事を優先している 

３．仕事と子育ての両立を図るよう努めている ３．仕事と子育ての両立を図るよう努めている 

４．やむをえず仕事より子育てを優先している ４．やむをえず仕事より子育てを優先している 

５．子育てを優先している ５．子育てを優先している 

６．その他（               ） ６．その他（               ） 
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お子さんの状況についておうかがいします。 

 

問 19 小学校入学前のお子さんをお持ちの方のみ、お答えください。 

普段、お子さんの保育はどなたが行っていますか。【あてはまる番号 1つに〇】 

１．あなた自身 ２．同居の親族 ３．別居の親族 

４．近所の人 ５．友人・知人 

６．保育所、こども園（無認可のもの及び事業所内の保育施設を含む） 

７．幼稚園 ８．その他（                ） 

 

問 20 小学校のお子さんをお持ちの方のみ、お答えください。 

放課後、お子さんをみている方はどなたですか。【あてはまる番号 1つに〇】 

１．あなた自身 ２．同居の親族 ３．別居の親族 

４．近所の人 ５．友人・知人 

６．放課後児童クラブ（学童保育） ７．家で一人で（またはきょうだいと）過ごしている 

８．その他（                                       ） 

 

問 21 お子さんの子育て（教育を含む）をするうえで、気軽に相談できる人はいますか。また、相談で

きる場所はありますか。【あてはまる番号 1つに〇】 

１．いる／ある  ⇒ 問21-1へ ２．いない／ない  ⇒ 問22へ 

 

問 21で「１．いる／ある」に○をつけた方にうかがいます。 

問 21-1 お子さんの子育て（教育を含む）に関して、気軽に相談できる先は、誰（どこ）ですか。

【あてはまる番号すべてに〇】 

１．祖父母等の親族 ２．友人や知人 ３．近所の人 

４．子育て支援施設（子育て支援センター、児童館、発達支援センターつくしんぼ・どんぐり※１、 
ファミリー・サポート・センター※２など） 

５．保健所・保健センター（保健師、看護師） ６．保育士 

７．幼稚園教諭 ８．民生委員・児童委員 ９．かかりつけの医師 

10．市の子育て担当窓口 
（幼児教育課、子ども家庭課、子育て世代包括支援センターなど） 

11．その他（                                      ） 

※１ 「発達支援センターつくしんぼ・どんぐり」 

障がい児や乳幼児期の発達が気になるお子さんとその保護者に対して、自立した生活ができるように通
所施設での指導や適応訓練等、子どもの発達段階に応じた療育支援を行います。 

※２ 「ファミリー・サポート・センター」 
子育て等手助けをしてほしい人（利用会員）と子育て等の手助けをしたい人（サポート会員）がお互いに
助けたり、助けられたりする地域の互助援助活動をおこなう会員組織です。 
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問 22 お子さんをどこまで進学させようと思っていますか。【最もあてはまる番号 1つに〇】 

１．中学校まで ２．高校程度 ３．短大程度 

４．大学程度 ５．子どもの意思に任せる ６．わからない 

 

問 23 小学生・中学生のお子さんをお持ちの方のみ、お答えください。 

現在、お子さんは学習塾又は家庭教師を利用していますか。【あてはまる番号 1つに〇】 

１．利用している ⇒ 問24 ２．利用していない ⇒ 問23-1へ 

 

問 23で「２.利用していない」○をつけた方にうかがいます。 

問 23-1 学習塾又は家庭教師を利用していない理由はなにですか。【あてはまる番号すべてに〇】 

１．利用する必要性がないから 

２．経済的に余裕がないから 

３．仕事の都合などにより子どもの送迎が難しいから 

４．子どもが学習塾の勉強についていけないから 

５．子どもが学校の部活動や他の習いごと等により忙しいから 

６．その他（                                       ） 

 

問 24 子育てに関して、大変なこと、悩んでいること、気になることはどのようなことですか。 

【あてはまる番号すべてに〇】 

１．子どもの病気や発育・発達 ２．食事や栄養に関すること 

３．育児の方法がよくわからないこと ４．子どもとの接し方に自信が持てない 

５．子どもとの時間が十分にとれないこと ６．話し相手や相談相手がいないこと 

７．仕事と子育ての両立 ８．子どもの教育に関すること 

９．生活費のやりくり 10．園や学校での生活に関すること 

11．子育てに関して身近な人の理解 12．学習塾（習い事）などの費用 

13．保護者自身の健康状態 14．その他（               ） 

15．特にない 

 

問 25 お子さんの将来について不安なことを選択してください。【あてはまる番号すべてに〇】 

１．進学のための学費の貯金等 ２．友人関係の構築 

３．職業に就くまでのサポート ４．社会への適応性 

５．日常生活（家事などの習慣） ６．特にない 
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その他のことについておうかがいします。 

 

問 26 お子さんは帰宅後、家庭で主にどのように過ごしていますか。【あてはまる番号２つまでに〇】 

１．テレビ ２．ゲーム、スマホ 

３．外遊び ４．宿題などの学習 

５．インターネット ６．テレビ、ゲーム以外の室内の遊び 

７．その他（                                      ） 

 

問 27 お子さんと一緒に過ごす中で心掛けていることは何ですか。【あてはまる番号すべてに〇】 

１．規則正しい生活 ２．子どもとの会話 

３．ルール決め（ゲームやスマホ、TV等の時間など） 

４．親子で一緒にできるスポーツや趣味 ５．勉強しやすい学習環境 

６．家庭での手伝い  

７．その他（                                      ） 

 

問 28 市の子育てに関する情報をどのように入手していますか。【あてはまる番号２つまでに〇】 

１．市役所や市の機関 ２．市の健診 ３．広報紙 

４．ウェブサイト ５．友人 ６．保育園・幼稚園・こども園 

７．小学校・中学校 ８．病院 ９．情報の入手先が分からない 

10．その他（                                      ） 

 

問 29 子育てをするうえで、必要な情報はどのようなことですか。【あてはまる番号すべてに〇】 

１．子どもが友達と遊んだり、家族ですごせる公園等の施設 

２．子育てに関する事業や相談先 

３．児童手当等の手当や助成制度 

４．子どもが急に病気等になった際の対処方法 

５．子育て世代が交流できる場所やイベント情報 

６．子育てをしながら就職を希望している人への支援等 

７．その他（                                      ） 
 

問 30 一般的に児童虐待が起こる理由は何だと思いますか。【あてはまる番号２つまでに〇】 

１．児童虐待を「しつけ」と考える風潮（社会の理解・認識不足） 

２．保護者の子育てに対する経験や知識の不足  

３．家庭の貧困等に伴う生活への不満やストレス  

４．家庭内の不和 ５．子育てに関する強いストレス 

６．家庭内や地域からの孤立 ７．保護者自身が子どものころに虐待を受けていた 

８．子どもの病気や障がいへの理解不足 ９．子どもの発育・発達への理解不足 

10．その他（                                       ） 
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問 31 中津川市の子育て支援施策に期待することは何ですか。 

【１.～19.それぞれについて、あてはまる番号１つに○】 

 

期待度 

期
待
し
な
い 

あ
ま
り 

期
待
し
な
い 

ど
ち
ら
と
も 

い
え
な
い 

や
や 

期
待
す
る 

期
待
す
る 

１．子育てに関する相談、情報提供、交流の場の充実 １ ２ ３ ４ ５ 

２．親同士や高齢者との世代間交流の場の充実 １ ２ ３ ４ ５ 

３．健診や訪問などの充実 １ ２ ３ ４ ５ 

４．食に関する指導や情報提供の充実 １ ２ ３ ４ ５ 

５．子どもの医療機関の充実 １ ２ ３ ４ ５ 

６．子どもが、家族の絆の大切さを学ぶことができる場の充実 １ ２ ３ ４ ５ 

７．園や学校教育環境の充実 １ ２ ３ ４ ５ 

８．放課後等の子どもの居場所の充実 １ ２ ３ ４ ５ 

９．児童虐待やいじめ等の対策の充実 １ ２ ３ ４ ５ 

10．障がいがある子どもへの施策の充実 １ ２ ３ ４ ５ 

11．ひとり親家庭に対する支援の充実 １ ２ ３ ４ ５ 

12．保育園、幼稚園のか所数や内容の充実 １ ２ ３ ４ ５ 

13．仕事と子育ての両立について事業主や職場に対する啓発 １ ２ ３ ４ ５ 

14．産業振興による若者定住促進 １ ２ ３ ４ ５ 

15．地域の文化活動を生かした子育て支援 １ ２ ３ ４ ５ 

16．親子トイレ、授乳コーナー等、子どもにやさしい環境整備 

の充実 
１ ２ ３ ４ ５ 

17．犯罪や交通事故から子どもを守る取り組みの充実 １ ２ ３ ４ ５ 

18．命の大切さ、性や薬物等に関する知識の習得機会の充実 １ ２ ３ ４ ５ 

19．その他期待することを具体的にご記入ください 

 

問 32 中津川市における子育ての環境や支援への満足度についてお答えください。 

【あてはまる番号 1つに〇】よろしければ、その理由をご記入ください。 

１．満足していない ２．あまり満足していない ３．ふつう 

４．やや満足している ５．満足している  

理由    
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問 33 中津川市において子育てが楽しいと感じる度合いについてお答えください。 

【あてはまる番号 1つに〇】よろしければ、その理由をご記入ください。 

１．楽しくない ２．あまり楽しくない ３．ふつう 

４．やや楽しい ５．楽しい  

理由    

 

問 34 最後に、教育・保育環境の充実など子育て環境や支援に関してご意見がありましたら、ご自由に

ご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査にご協力いただき、誠にありがとうございました。 

～ 記入済み調査票の回収方法 ～ 

同封の返信用封筒（切手不要）で返送をお願いします。 

提出期限：令和６年５月２日（木） 


